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六
戸
幼
稚
園
の
園
児
は
「
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
想
い
を
込
め
て
吉
田
豊
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。〔
3
月
17
日
　
町
庁
舎
〕

N
o.550

2
0
1
1

ぼ
く
た
ち
の
エ
ー
ル
！

被
災
地
へ
届
け
!!
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町
に
大
き
な
被
害
は

　　　　　　　　　　　　
ほ
と
ん
ど
無
し

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
。
宮
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大

地
震
が
日
本
列
島
を
襲
っ
た
。
最
大
震
度
７
を

計
測
し
、
続
い
て
高
さ
十
数
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
太
平
洋
沿
岸
一
帯
を
襲
い
、
青
森
県
か
ら
千

葉
県
の
沿
岸
市
町
村
に
か
け
て
壊
滅
的
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

　

六
戸
町
は
震
度
５
弱
を
計
測
。
町
は
地
震
発

生
後
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
が
、

幸
い
な
こ
と
に
地
震
に
よ
る
直
接
の
被
害
は

少
数
で
あ
っ
た
（
一
部
、
家
屋
の
倒
壊
や
地
震

に
因
る
も
の
と
み
ら
れ
る
家
屋
の
損
壊
な
ど
は

有
）。
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
陥
っ
た
停
電
に
よ

り
、
防
災
無
線
の
故
障
、
上
水
道
の
一
部
（
組

み
上
げ
式
）
停
止
、
下
水
道
の
循
環
不
全
な
ど

の
問
題
が
発
生
し
、
職
員
は
対
応
に
追
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
13
日
未
明
に
電
気
が
復
旧

す
る
と
そ
れ
ら
の
問
題
も
ク
リ
ア
さ
れ
た
。

　

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
。
停
電
の
中
、
民
生
委

員
は
地
区
の
一
人
老
人
世
帯
の
状
況
確
認
に
あ

た
り
、消
防
団
は
防
災
無
線
が
使
え
な
い
た
め
、

地
域
を
巡
回
し
余
震
警
戒
の
呼
び
か
け
な
ど
を

行
っ
た
。
ま
た
、
翌
12
日
に
は
、
六
戸
町
赤
十

字
奉
仕
団
は
炊
き
出
し
を
行
い
、
一
人
老
人
世

帯
を
訪
問
し
昼
食
を
提
供
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
！

　　　　　　　　　

物
流
ス
ト
ッ
プ
!!

　

町
へ
の
直
接
的
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
東
北
地
方
を
中
心
に
陸
路
が
寸
断
さ
れ
、

太
平
洋
側
は
海
上
輸
送
の
拠
点
港
が
津
波
で

破
壊
さ
れ
た
。
沿
岸
に
集
積
し
た
燃
料
備
蓄
基

地
も
被
害
を
受
け
、
小
口
輸
送
す
る
た
め
の
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
も
そ
の
多
く
が
津
波
に
飲
ま
れ

た
。「
近
場
の
燃
料
が
使
え
な
い
」「
遠
方
か
ら

燃
料
が
運
べ
な
い
」
と
い
う
悪
状
況
が
数
日
続

き
、
そ
の
う
え
少
な
い
燃
料
を
被
災
地
へ
の
支

援
車
両
を
優
先
す
る
た
め
に
、
一
般
消
費
者
の

み
な
ら
ず
物
流
業
者
に
ま
で
燃
料
の
供
給
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
の
で
あ
る
。

　

六
戸
町
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
食
料
品
や

日
用
品
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
燃
料
と
一
部
の
食
料
品
で
品
薄
状
態
が

数
日
間
続
い
た
。
特
に
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
並
ぶ
車
の
列
は
異
様
な
光
景
だ
っ
た
。
人
に

会
う
と
「
ガ
ソ
リ
ン
ど
う
し
て
る
？
」
が
あ
い

さ
つ
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
週
間
ほ
ど
経
過
し
、
交
通
網
の
回
復
や
政

府
に
よ
る
燃
料
の
備
蓄
取
り
崩
し
な
ど
に
よ

り
、
よ
う
や
く
燃
料
の
供
給
が
行
き
届
き
、
物

流
が
回
復
を
見
せ
始
め
た
。

　

広
が
る
支
援
の
輪

　

被
災
地
に
向
け
、
町
で
は
支
援
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
青
森
支
社
六
戸
分
区
で
は
義

援
金
の
受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
六
戸
町

赤
十
字
奉
仕
団
は
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
町
が
窓
口
と
な
り
、
町
の
み
な
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
匿
名
で
と
寄
付
金
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た

方
も
お
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
被
災
さ

れ
た
方
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

支
援
の
輪
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▼ ▼ 町のみなさんから被
災地への支援物資が集ま
る。お米や紙おむつ、テ
ィッシュペーパーなどたく
さんの支援物資が寄せら
れた

▲六戸町赤十字奉仕団による炊き
出しの様子〔就業改善センター〕

▲ガソリンスタンドに並ぶ車の列。「20L」
「2,000 円分」などの給油制限が設けられた
が、供給量が少なく、あっという間に売り切
れとなった

▲町内コンビニエンスストア。
弁当や総菜、パン類などの
品薄状態が続いた。震災発
生後の翌週ぐらいから流通
が回復。まず、おにぎりやパ
ン類が店頭に並び出し、２
週間後には品揃えが戻って
きている状況

▲被災地へ向けて街頭募金を行う六
戸町赤十字奉仕団。ファミリープラ
ザ六戸前で募金を呼びかけた

東
北
関
東
大
震
災
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か
つ
て
こ
こ
に
は
美
し
い
街
並
み
が
あ
り
ま
し
た

太
平
洋
沿
岸
に
押
し
寄
せ
た
津
波
は
、

人
々
の
営
み
を
根
こ
そ
ぎ
破
壊
し
尽
く
し
ま
し
た

目
の
前
に
広
が
る
現
実
に
、
た
だ
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
す

家
や
工
場
、
車
や
船
、
そ
し
て
最
愛
の
人

一
瞬
で
そ
の
す
べ
て
を
飲
み
込
み
ま
し
た

そ
れ
で
も
、
人
々
は
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、

自
分
た
ち
の
生
活
を
取
り
戻
す
べ
く
、

少
し
ず
つ
立
ち
あ
が
り
始
め
ま
し
た

「
こ
こ
で
く
じ
け
で
ら
ん
ね
ぇ
」

初
老
の
男
性
は
、
か
ろ
う
じ
て
原
形
を
留
め
る
自
宅
を
前
に
、

自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
し
た

今
、
押
し
流
さ
れ
た
希
望
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
た
め
、

多
く
の
人
々
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

私
た
ち
に
で
き
る
支
援
を
続
け

そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

そ
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
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吉
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櫻

田
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長
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課

課
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本

定

美

課
長
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林
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幹　

藤

川
　

靖
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田
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総
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山

内
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哉
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）

主
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川

村

雄

宇

主

査　

杉

山

貴

浩

（
同
・
主
事
）

運
転
技
能
主
幹　

小

平

武

儀

運
転
技
能
主
幹　

長

谷

将

彦

◎
企
画
財
政
課

課

長　

保
土
沢 　

博　

昭

課
長
補
佐　

外

山

昌

彦

総
括
主
査　

佐

藤

良

一

（
建
設
下
水
道
課
・
同
）

総
括
主
査　

小

林
　

恵

（
建
設
下
水
道
課
・
同
）

総
括
主
査　

赤

石

正

之

総
括
主
査　

金

渕

秀

一

◎
税
務
課

課

長　

棟

方

晃

祥

課
長
補
佐　

高

橋

寿

典

総
括
主
査　

澤

口

俊

博

総
括
主
査　

金

崎

純

一

総
括
主
査　

田

中
　

洋

総
括
主
査　

吉

田

和

彦

主

査　

横

手
　

学

（
農
業
委
員
会
・
同
）

主

査　

長

根

淳

一

主

事　

沼

田

雅

樹

主

事　

鳥

越

直

子

（
新
採
用
）

◎
産
業
課

課

長　

松

村
　

茂

課
長
補
佐　

川

村

星

彦

（
建
設
下
水
道
課
・
同
）

総
括
主
査　

鈴

木

博

文

総
括
主
査　

苫
米
地　

貴　

博

（
教
育
課
・
同
）

総
括
主
査　

岡

山

泰

之

主

査　

金

沢

裕

美

主

査　

久

田

浩

貴

（
同
・
主
事
）

主

事　

田
名
部　

裕　

介

主

事　

森

田

俊

介

（
新
採
用
）

◎
町
民
福
祉
課

課

長　

保
土
沢　

定　

一

課
長
補
佐　

円

子

富

浩

課
長
補
佐　

畠

山
　

豪

総
括
主
査　

松

橋

紀

幸

総
括
主
査　

柴

山

英

夫

総
括
主
査　

佐
々
木　
　
　

愛

総
括
主
査　

田

中

利

明

主

査　

高
間
木　

誠　

一

主

査　

久

田

尚

子

主

査　

井

川

静

香

（
総
務
課
・
同
）

主

査　

吉

田
　

聖

主

査　

高

見

美

幸

主

査　

赤

平

祐

奈

（
同
・
主
事
）

主

事　

佐
々
木　

拓　

也

主

事　

神
　

麻

子

主

事　

吉

本
　

平

（
新
採
用
）

主
任
保
健
師　

佐
々
木　

修　

子

主
任
保
健
師　

辻　

浦　

智
賀
子

保

健

師　

長　

根　

し
お
り

保

健

師　

野

田

智

子

◎
建
設
下
水
道
課

課

長　

下

田

正

幸

課
長
補
佐　

円

子

国

浩

（
企
画
財
政
課
・
主
幹
）

総
括
主
査　

田

中

大

輔

総
括
主
査　

川

村

陽

一

総
括
主
査　

佐
々
木　

玲　

子

（
企
画
財
政
課
・
同
）

総
括
主
査　

佐
々
木　

頼　

行

主

査　

鈴

木

健

司

主

査　

下

田

真

悟

主

査　

附

田

慶

哉

主

事　

吉　

田　

真
樹
子

主

事　

青

木

進

吾

◎
会
計
課

会
計
管
理
者　

山

本

晃

弘

課
長
補
佐　

佐
々
木　

義　

秋

（
産
業
課
・
同
）

総
括
主
査　

木

村

朝

子

議
会
事
務
局

事
務
局
長　

田

中

義

喜

事
務
局
次
長　

吉

田

史

明

主

幹　

畠

山

正

子

（
税
務
課
・
同
）

平
成
23
年
度
六
戸
町
職
員
配
置

　

3
月
31
日
付
お
よ
び
4
月
1
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
各
課
職
員
の
配
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）内
は
、移
動
前
の
所
属
・
職
名
で
す
。
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吉 本  	 平
たいら

〔町民福祉課〕
森 田 俊 介

〔 産 業 課 〕
鳥 越 直 子

〔 税 務 課 〕
円 子 和 史

〔教育委員会〕
松 村 亮 司

（十和田地域広域事務組
合へ派遣）

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
次
長　

今
出
川　
　
　

弘

主

査　

田

中

雅

之

（
産
業
課
・
同
）

教
育
委
員
会

◎
教
育
課

課

長　

川

村

政

則

（
同
・
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐　

高

橋

宏

典

（
会
計
課
・
同
）

課
長
補
佐　

舘
　

泰

之

課
長
補
佐　

吉

田

英

輔

（
税
務
課
・
主
幹
）

主

幹　

佐

藤

一

也

主

幹　

柳

原

裕

子

総
括
主
査　

田

中

愛

子

総
括
主
査　

佐
々
木　

和　

仁

（
国
民
健
康
保
険
病
院
・
同
）

主

査　

山　

本　

由
美
子

主

査　

渡

辺

祐

希

主

査　

杉

山

智

恵

主

事　

円

子

和

史

（
新
採
用
）

国
民
健
康
保
険
病
院

院

長　

松

山
　

淳

副

院

長　

高

橋
　

悟

副

院

長　

中

村

忠

弘

事

務

長　

田

中

茂

樹

事
務
次
長　

川

原
　

徹

主
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課
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課
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坂
井
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議
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事
務
局
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勧
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課
・
課
長
補
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）

●新採用職員紹介● 六戸町のみなさん
よろしくお願いします！

【 行 政 職 】

りょう    じ かず  ふみ な お こ しゅん すけ
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東部上北中学生海外派遣

　六戸町とおいらせ町が合同で
実施する東部上北中学生海外派
遣。両町の代表は、４月 21 日
の出発に向けて、英会話や日本
紹介の発表、おもてなし料理な
ど、現地で行うプログラムの研
修を重ねている。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

東部上北中学生
海外派遣事前研修会

▲訪問先のシャプリ中学校で紹介する「習字」の発表打合せをする六戸グループ

研 修 日 程
4.21　八戸→東京→ニューヨーク市
4.22　ニューヨーク市内研修
　　　（国連本部、グラウンドゼロ、　
　　　バッテリーパークなど）　　　
　　　キタリー町（メーン州）へ移動
　　　ホストファミリーと対面
　　　（～ 27 日までホームステイ）
4.23 ～ 27　ホームステイ（5 泊 6 日）
4.25　歓迎会（日本紹介）
　　　〔シャプリ中学校（キタリー町）〕
4.26　フェアウェルパーティー
　　　〔シャプリ中学校〕
4.27　送別式典〔シャプリ中学校〕
　　　ホストファミリーとお別れ後、
　　　ボストン市へ移動
　　　ボストン市内研修
4.28   ボストン市→ニューヨーク市
　　　 →東京
4.29　東京→八戸　

※フェアウェルパーティー　
派遣中学生主催のお別れパーティー。
日本の料理を振る舞ったり、日本の遊
びや風習などを
紹介したりして
お世話になった
お礼をする。

　

当
事
業
は
東
部
上
北
教
育
研
究
協
議
会
、
六

戸
町
教
育
委
員
会
、
お
い
ら
せ
町
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ
ー
ン
州
キ
タ

リ
ー
町
へ
六
戸
町
か
ら
４
名
、
お
い
ら
せ
町
か

ら
８
名
の
計
12
名
を
派
遣
し
て
い
る
。
国
際
理

解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
異
な
る
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
世
界
的
な
視
野
と
郷
土
に
対
す
る
愛
着
を
養

う
た
め
、
平
成
五
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

度
で
16
回
目
を
数
え
る
。

　

相
応
の
英
会
話
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
事
前
研
修
だ
け
で
な
く
、

お
の
お
の
が
英
会
話
の
学
習
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
日
本
文
化
の
紹
介
や
歓
迎
の
お
礼
と
し
て

日
本
の
料
理
を
振
る
舞
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意

さ
れ
て
い
る
た
め
事
前
研
修
は
計
９
回
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
は
入
念
に
準
備
を
行
っ
て
い
た
。

　

六
戸
町
か
ら
の
参
加
生
徒
か
ら
は
一
様
に

「
会
話
が
通
じ
る
か
不
安
」
と
の
返
事
が
返
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
眼
差
し
は
、
ま
だ
見

ぬ
地
へ
の
期
待
と
好
奇
心
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
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辻浦 ゆなさん
（七百中 2 年）

Yuna Tsujiura
研修を重ねるうちに不
安は解消されつつある
が、向こうに行ってか
ら準備している通りに
できるかが心配。世界
に視野を広げるため、
アメリカでしかできな
いことに挑戦したい。

下田 愛莉さん
（七百中 2 年）

Airi Shimoda
将来は英語力を必要と
する仕事に就きたい。
ホームステイでは自分
の英会話は通じるか不
安はあるが、挑戦自分
から積極的に話をした
い。また、海外派遣を
通じ、日本の伝統や文
化を伝えたい。

坂本 桐子さん
（七百中 2 年）

　

Kiriko Sakamoto
教科の中で、英語が１
番苦手だが、「話せる
ようになりたい」と前
向 き に 研 修 に 取 り 組
む。特に同じぐらいの
年齢の子と仲良くなっ
たり、アメリカと日本
の生活や考え方の違い
を体験したい。

大平 栄武さん
（六戸中 2 年）

Eibu Ohira
「海外で英語力を磨き
たい」という強い想い
から海外派遣へ応募し
た。事前のやりとりで
ホストファミリーがサ
ッカー好きだという話
を聞き、サッカーを通
じて交流を深めたい。
派遣団のリーダー。

六戸町を代表して ~Rokunohe’s Overseas Student Dispatch Representatives ~

New Experience and New World
～新たな世界で新たな自分を～　

▲おいらせ町の小中学校で指
導にあたるランス先生（写真右）
から、マンツーマンで英会話の
レッスン

▲

▲

日本紹介やおもてなし料理
についてさまざまな意見を出し合
う／おもてなし料理は、せんべい
汁、おにぎり、焼きそば、それに、
おしるこを振る舞うことに。各自、
材料や仕入れ、調理方法につい
て入念にチェックを重ねた

訪問先での日本
の紹介に向けて。
百石グループは
柔道 ▼、下田グ
ループは運動会
の応援合戦

▼

を
発表する。日本
らしさをアピール
するため様々な
工夫を凝らした。
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　2 月 21 日、町役場会議室で農業委員会（下田利明会長）
や認定農業者協議会（長根一男会長）、六戸町 Vic・ウーマ
ンの代表者が会し、農業者戸別所得補償制度や家族経営協
定について意見交換会が行われました。
　今年度から畑作物にも対象が拡大される戸別所得補償制
度。今後の町の農業を左右するとあって、新たに加わった
補償の内容やそのスケジュールについての質問が相次ぎ、
活発な意見が交わされました。

▲国の担当（写真右から２人目）と意見を交換する参加者

　2 月 18 日、町就業改善センターで営農講座（町、ＪＡ
おいらせ六戸支店主催）が開かれ、テレビなどで活躍の枝
元ほなみ氏による料理講座に約 40 人が参加しました。
枝元氏は普段は食用に見向きもされない「むかご」を「食
べないなんてもったいない！」と、その料理法を紹介。他
にも特産の野菜を使ったレシピを披露しました。
　氏のファンという三上トシさん（南町第一）は「教わっ
たレシピに挑戦したい」とうれしそうに語っていました。
※むかご…長芋のつるにできる5mm～10mm程度の小イモ

▲町特産の野菜を使ったレシピを紹介する枝元氏（写真左）

　2 月 20 日、町総合体育館で犬落瀬東地区町内会による
健康づくり室内スポーツ大会が行われ、約 250 人の老若
男女が参加しました。
　これは夏の町民運動会に向けて、冬場から体を動かし、
準備しておこうとの声がきっかけとなり、昭和 63 年から
行われ今年で 24 回目を数えます。
　田中豊博大会実行委員長は「東地区の親睦と団結を図る
大事な大会だ」と自らも積極的に競技に参加していました。

▲おはしを苗に見立てて速さを競う新種目「田植えレース」

　2 月 20 日、町文化ホールで林家正蔵独演会（町主催、
六戸みのりスタンプ会後援）が上演され、林家正蔵師匠の
落語を聴きに約 300 人の観客が訪れました。
　新作の「みそ豆」と「ハンカチ」、続いて古典「ねずみ」
が披露され、磨きのかかった正蔵師匠の話芸に、会場はた
くさんの笑い声で溢れていました。
　保土沢みささん（高屋敷）は「最高だった。もっと聴き
たかった」と絶賛していました。

▲巧みな話術で会場を虜
とりこ

にした正蔵師匠

新たなる施策に応じた地域の農業を探る ～農業関係団体意見交換会～

落語の世界を堪能 ～林家正蔵独演会～

地域の健康と親睦を深める ～犬落瀬東地区健康づくり室内スポーツ大会～

むかご
3 3 3

はとってもおいしいのよ ～営農講座に枝元ほなみ氏～
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　2 月 25 日、大日本茶道学会楓会（田中優子代表）は六
戸小学校（沼田忠志校長）でお茶の教室を開き、6 年生の
児童に「お茶のこころ」を伝えました。
　これは、卒業のお祝いにと同会が企画し実現したもので
す。児童たちは、掛け軸や一輪挿しが飾られた教室で茶や
菓子をいただきながらお茶の作法を学びました。
　上明戸早紀さんは「和菓子の食べ方を教わって良かった。
これからも活かしていきたい」と感想を口にしていました。

▲お茶を点
た

てる所作に興味津々の児童たち

かえでのまちのできごと

　3 月 3 日、電気工作キットなどを制作・販売する五所川
原市のサイキット株式会社が町を訪れ、風力発電の仕組み
を小型の風車で再現した学校用の教材を寄贈しました。
　これは自由に形成したペットボトルの羽が風を受けると
発電モーターが作動し、ＬＥＤを点灯させるというもの。
　経営者（白川裕記さん）の父信一さんは「小さな実験か
ら大きな夢に向かって歩んで欲しい」と六戸の子どもたち
へ期待を寄せていました。

▲寄贈のため当町を訪れた白川信一さん（写真右）

　3 月 10 日、六戸小学校ボランティア委員会は、アルミ
缶やあき缶のプルタブなど集めて購入した車イス１台を
町社会福祉協議会（田中孝雄会長）に寄贈しました。
　同委員会が寄贈した車イスは今回で 13 台目。今年は
回収を増やすため、学校だけでなく地域の人が集まる場
所にも回収箱を設け、購入に役立てました。
　寄贈された車イスは「六小号」として町社会福祉協議
会に常備され、必要とする方に貸し出されます。

▲子どもたちの想いのつまった車イスを受け取る田中会長（写真右）

　3 月 17 日、六戸幼稚園（針田香子園長）の年長組園
児が町役場を訪れ、「愛の１円募金」活動で集めた 8,066
円を吉田豊町長に手渡しました。
　代表で小笠原滉くんと川原康大朗くんは「世界の困っ
ている人や今回の地震でがんばっている人のために使っ
てください」とみんなの想いを吉田町長に伝えました。
　この募金は、日本赤十字社青森支部に送られ、さまざ
まな社会貢献に役立てられます。

▲募金を手渡す相馬煌
こうや

埜くん（写真右）

募金に想いを込めて ～愛の１円募金　六戸幼稚園～

お年寄りや病気の人のために ～六戸小　車イス寄贈～

子どもの創造力を育む ～教材用ペットボトル風車寄贈～

お茶のこころや作法学ぶ ～六戸小 6 年　茶道を体験学習～



選挙管理委員会・産業課からお知らせ
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マナーを守って、

人間と犬の

快適な暮らしを

目指しましょう！

未来
のた

めに
、みんな

で投票、みんなで参加！六戸町議会議員の投票日

  4月24日（日）

犬の飼い方
マナー5カ条

4月２4日は六戸町議会議員
一般選挙の投票日です

■選挙権のある方
平成3年4月25日以前に生まれた方で、平成23
年1月18日以前に役場に転入届をし、引き続き、
住所を有する方

■県内の市町村へ転出の方
六戸町から他の市町村へ住所を異動した方は投
票できません。

■期日前投票および不在者投票
◎期日前投票および不在者投票ができる方▲

仕事や冠婚葬祭などの予定がある方▲

レジャーや買い物などの使用で投票区にいない方▲

病気やけが、妊娠などの理由で歩けない方▲

出稼ぎに行っているなど

◎と　き　平成23年4月20日～23日
　　　　　午前8時30分～午後8時
◎ところ　別館1階会議室

☆郵送などにより宣誓書（請求書）を提出して
投票する方は、宣誓書の郵送などに日数を要す
るため、不在者投票期間前でも受け付けます。
出稼ぎ中の方は、早めに手続きをしてください。

■郵便など投票
◎郵便などによる不在者投票ができる方

身体障害者手帳の交付を受けている方で身体に
重度の障害がある方、また、介護保険の被保険
者帳に記載されている要介護区分が「5」の方な
どは郵便などによる投票ができます。

◎投票用紙の請求期限
平成23年4月20日まで
☆投票用紙を請求するためには、郵便投票証明
書が必要です。
選挙管理委員会事務局に相談のうえ、早めに手
続きをしてください。

■投票所入場券
入場券は送付します。投票所を確認してくださ
い。
入場券は、一枚のハガキの裏面に五人分の切り
取り線を入れて作成してあります。
当日は、一人ひとり切り取って投票所にお持ち
ください。
また、入場券を紛失した場合も、選挙人名簿に
登録されていれば投票できます。
このような場合は、投票所で本人が係員に申し
出てください。

■投票の方法
今回の選挙は電子投票で行います。
（電子投票の手順は11ページに掲載）

■開票
◎と　き　平成23年4月24日
　　　　　（投票当日）
　　　　　午後9時
◎ところ　文化ホール

　問い合わせ先
選挙管理員会事務局
☎５５－４５８２

当日の投票時間は、午前7時～午後8時までです。

月日 時　　間 場　所

５
月

12
日
（
木
）

8：40 ～ 9：10 小松ヶ丘
地域交流館

9：20 ～ 9：30 サークルＫ
小松ヶ丘店前

9：40 ～ 9：50 大曲試験場前

9：55 ～ 10：00 高森第二公民館

10：05 ～ 10：25 高森第一公民館

10：45 ～ 10：55 根古橋公民館

13：30 ～ 14：00 たての台団地
集会場　　　

14：05 ～ 14：15 通目木
山本商店横

14：20 ～ 14：30 坪毛沢婦人ホーム

月日 時　　間 場　所

５
月

13
日
（
金
）

8：40 ～ 8：50 高見公民館

8：55 ～ 9：05 林公民館

9：15 ～ 9：25 柴山公民館

9：35 ～ 9：55 舘野公園入口

10：05 ～ 10：35 六戸温泉前

10：40 ～ 11：00 六戸児童館前

11：10 ～ 11：20 上吉田地区公民館

◎狂犬病予防注射料：3,000円
（注射料2,450円、
　注射済票交付手数料550円）
◎新規登録料：3,000円

犬の飼い方
マナー6カ条

☆犬の放し飼いはやめましょう！
☆犬のフンは飼い主が処理しましょう！
☆散歩中は必ず首輪に引き綱をつけましょう！
☆初めて犬を飼う時は、必ず産業課で登録を！
☆狂犬病予防注射は毎年受けさせましょう！
☆周囲や他の飼い主にも、不快な思いをさせな
　いようにしましょう！
■問い合わせ先
　産業課　☎55－4495
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選挙管理委員会・産業課からのお知らせ

明るい選挙
イメージキャラクター
選挙のめいすいくん

月日 時　　間 場　所

５
月

9
日
（
月
）

8：40 ～ 8：50 入口公民館

8：55 ～ 9：05 中堤公民館

9：15 ～ 9：20 米沢新屯所前

9：25 ～ 9：35 赤石義昭宅南側

9：40 ～ 9：55 長谷公民館

10：05 ～ 10：15 赤田公民館

10：25 ～ 10：35 高舘
佐々木商店

10：40 ～ 10：50 高舘
江渡義人宅前

11：00 ～ 11：10 高屋敷公民館前

月日 時　　間 場　所

５
月

10
日
（
火
）

8：40 ～ 8：50 金矢公民館

9：00 ～ 9：10 岡沼構造改善
センター　　

9：20 ～ 9：30 旧沖山公民館

9：40 ～ 9：45 沖山平公民館

9：55 ～ 10：05 古里公民館

10：15 ～ 10：25 堀切公民館

10：30 ～ 11：00 七百地区公民館

月日 時　　間 場　所

５
月

11
日
（
水
）

8：40 ～ 8：55 川原新田構造
改善センター

9：05 ～ 9：20 折茂新田構造
改善センター

9：30 ～ 9：45 折茂公民館

9：55 ～ 10：05 大江幸吉宅前

10：20 ～ 10：35 小平・柳町公民館

10：45 ～ 10：55 鶴喰地区
コミュニティセンター

狂犬病予防注射日程表
※下記の日程で狂犬病予防注射を受けられない場合は、動物病院で受けることができます。

4月24日執行
六戸町議会議員一般選挙は電子投票で行います

　１．受　付

　事前に郵送する「投票所入場券」により受付を行います。
　受付のあと、投票に必要な「投票カード」を一人一枚お渡しします。

　２．投　票

❶投票機の右手前にある「カード入口」に受付で受け取った「投票
カード」を矢印の方向に入れてください。

❷町議会選挙の全候補者名が表示されます。画面の中から投票する
候補者を選び、表示されている氏名に触れて候補者を選択します。

❸選択した候補者名が大きく表示されます。正しい場合は「○投票
する」の文字に触れてください。

　これで投票は終了です。
　もし、選択した候補者名が違っていた場合は、「╳変更する」の文

字に触れると、一覧の画面に戻り、候補者名を選択するところか
ら再度やり直しできます。

❹投票が終わると、投票機から「投票カード」が出てきます。
　「投票カード」を抜き取り、出口で返却箱にお返しください。

電子投票で行うと…　　　　
１）投票者が正確に候補者を選ぶことができるた

め、1票が選挙結果に正しく反映されます。
（疑問票、あん分票がなくなります。）

２）身体に障害のあるなどの理由で字が書けない
人や目の不自由な人でも安心して自力で投票
できます。

　　（音声による投票）
３）開票にかかる時間が大幅に短縮され、開票結

果をより早く知ることができます。

投票に出かける前にもう一度確かめて!!

　問い合わせ先
選挙管理員会事務局
☎５５－４５８２
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町民福祉課・総務課からのお知らせ

地域包括支援センター

■応募・問い合わせ先
　六戸町役場総務課人事係
　〒 039-2392
　六戸町大字犬落瀬字前谷地 60

　☎ 55-4582
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 　おおむね 65 歳以上の町民の方が、日頃活用できる事
業を紹介します。これらの事業は、介護予防事業として
介護保険料の中でまかなわれています。何歳になっても
介護保険サービスを受けないような元気な体を維持する
ことで介護保険料を減らすことにつながります。

※これまで日程をお知らせした各地区での「ふれあい・いきい
きサロン」や「一般健康相談」は、今後広報で掲載しませんの
で、社会福祉協議会からの「社協だより」でご確認ください。

■問い合わせ先　六戸町地域包括支援センター　☎ 55ー 4492（町民福祉課内）

事　業　名 開催日 場　　　所 問い合わせ
老人福祉セン
ター入浴日

火・ 金
曜 日　

老 人 福 祉
セ ン タ ー

老人福祉センター
☎ 55-5133

元気はつらつ
教室 金曜日 老 人 福 祉

セ ン タ ー
町民福祉課 
☎ 55-4492

湯遊クラブ 木曜日 現在企画中のため広報 5 月号で紹介します。
ふれあい・
いきいき
サロン

随 時 各公民館（柳町・
鶴喰・上吉田・
長谷・川原新田・
南町・七百・通
目木・大曲・沖
山・金矢・小松
ケ丘）

各地区に
世話人がいます。
事務局は
社会福祉協議会
☎ 55 － 2943
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平成 23 年
3 月まで

受給権発生時に既に生計を維持する配
偶者やお子様を有している場合には、受
給権発生時から加算対象となります。

平成 23 年
4 月から

平成 23 年 4 月1日より前において、受
給権発生後に生計を維持する配偶者や
お子様を有している場合には、法施行時
から加算の対象となります。※平成 23
年 3 月 31日より生計維持関係を確認す
ることとなります。

国民年金からのお知らせ

町民福祉課・税務課・建設下水道課からのお知らせ

■平成23年度の国民年金保険料が
　変更になりました。

平成23年度の保険料額は、平成21年度の物価
の下落（マイナス1.4％）等により、法定額より
低く設定されることとなり、前年度に比べ80円
引き下げることとなりました。
【国民年金保険料（月額）】
平成22年度　15,100円 → 平成23年度　15,020円
■平成23年4月から
「障害年金加算改善法」が施行されます。
　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時
に、受給権者によって生計を維持している配偶者や
お子様がいる場合は、障害等級が１級または２級に
該当する方に加算を行っておりましたが、「国民年
金法等の一部改正（平成23年４月１日施行）」に
より、障害年金を受ける権利が発生した後に、配偶
者やお子様がいる場合にも届出によって加算を行う
ことになります。

詳しくはお近くの年金事務所へお問い合わせください。
■問い合わせ先
八戸年金事務所　☎0178-43-7368

国民年金保険料4月分の納付期限は平成23年5月31日です。

　自分の固定資産について
　　　　　　　　　確認することができます。
■土地家屋の縦覧
　固定資産税の納税者は、自分が所有する固定資
　産（土地・家屋）の評価額について、町内のほ
　かの固定資産の評価額と比較をして、適正かど
　うかを確認することができます。
・縦覧期間…4 月 1 日 ( 金 ) ～ 5 月 31 日 ( 火 )
　※土・日曜日、祝日は除く
・縦覧できる方…納税者本人、代理人
■固定資産課税台帳の閲覧
　自分の固定資産税の課税内容を、固定資産課税
　台帳から確認することができます。
　縦覧期間以外は手数料として、1 件あたり 300
　円が必要となります。
・閲覧期間…4 月 1 日 ( 金 ) から通年
※土・日曜日、祝日及び年末年始を除く
・閲覧できる方…納税者本人、借地・借家人、　
　代理人、固定資産の処分をする権利を有する方
※縦覧・閲覧ともに本人確認が必要となります。
　運転免許証や保険証、委任状・契約書などの確
　　認書類の持参をお願いします。また、法人の
　　場合は、代表者印を押印した申請書または、
　委任状が必要です。
■縦覧・閲覧時間
　午前 8 時 30 分～午後 5 時まで
■場所　税務課（庁舎１階　３番窓口）

■問い合わせ先
　税務課　固定資産税担当　☎ 55-4494　

固定資産台帳縦覧および閲覧

　生活環境の保全、公衆衛生の向上および水質浄
化を維持するため、合併処理浄化槽の設置に対す
る補助金制度を実施しています。
■補助対象地域
次の地域を除く地域です。
　・公共下水道認可区域
　・農業集落排水処理区域
　・小松ケ丘処理区域
■補助対象者
　専用住宅（店舗などの延べ床面積が総面積の 2
分の 1 未満の併用住宅を含む）に合併処理浄化
槽をこれから設置する方（設置前に申請書を提出
し交付決定を受けることが条件となります）およ
び合併処理浄化槽が新たに設置されることとなる
住宅を購入する方。

■補助金額

※予算の範囲内で交付しますので、お早めに申し
　込みください。平成 23 年度は 15 基の交付予定
　です。
※既設の合併処理浄化槽の改築および貸家などは
　補助の対象になりません。

■問い合わせ先
　建設下水道課　☎ 55-4610（直通）

合併処理浄化槽設置整備費補助金制度のお知らせ

浄 化 槽 の 大 き さ 補助限度額
5 人 槽 352,000 円
6 人 槽 ～ 7 人 槽 441,000 円
8 人 槽 ～ 10 人 槽 588,000 円
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2010国民読書年記念事業

審査結果

　発  表 !

　平成 22 年 10 月～平成 23 年 1月にかけて開催さ
れました「わたしのすきな本」コンクールに、多数のご
応募をいただき、ありがとうございました。審査の結
果、左記の通り受賞者が決定いたしました。おめでと
うございます。
　なお、入賞いたしました左記の図書については、一
般閲覧室内に展示・貸出いたしますので、ぜひ一度ご
覧ください。

～　4月23日は「子ども読書の日」～
　４月 23 日は「子ども読書の日」、4 月 23 日から５
月 12 日までは「こどもの読書週間」です。普段のテ
レビやゲームをお休みして、子どもと一緒に本を読ん
でみませんか？図書館では、4 月 12 日から 5 月 15
日まで、本の展示を行います。ぜひご利用ください。

☆メイプル童話会開催のお知らせ
今月の開催　平成２３年４月９日（土）
午前１０時～午前１０時３０分

☆寄贈図書のお礼
　平成 22 年度中、町内外のたくさんの方々から、図
書・雑誌の寄贈をいただきました。ありがとうござい
ました。

【 新 着 図 書 】

▽黒船前夜－ロシア、アイヌ、日本の三国志

▽世界を救う７人の日本人　国際貢献の教科書

▽生きのびろ！
　　生きづらい世界を変える８人のやり方

▽ Another　　 ▽キケン　

▽砂の王国　上・下　

▽タイニーストーリーズ

▽モルフェウスの領域　　 ▽最初の哲学者

▽篝火草　　 ▽やぶへび　　 ▽イカと醤油

▽日本破綻「その日」に備える資産防衛術

▽知れば知るほどおいしく飲めるコーヒー事典

▽人生逆戻りツアー　 ▽ぼくは落ち着きがない　

▽麦の海に沈む果実　 ▽愛のゆくえ

▽きことわ　 ▽苦役列車　　 ▽漂砂のうたう

▽月と蟹　 ▽阿修羅像の真実

▽ゆっくり走れば健康になる

▽スロージョギング健康法　 ▽シンプルに生きる

▽謎解きはディナーのあとで

▽江　姫たちの戦国　前編

▽錨を上げよ　上・下　 ▽ふがいない僕は空を見た

▽日本語ほど面白いものはない

▽しょうが Life　 ▽今日からはじめる男の家事

〈氏　名〉 〈本のタイトル〉 〈著　者　名〉
【
一
般
の
部
】

最優秀賞
西堀裕子 「はてしない物語」 ミヒャエル・エンデ

優秀賞
山上わか奈 「夢をかなえるゾウ」 水野敬也

優秀賞
松浦智子 「給食番長」 よしなが　こうたく

【
中
学
生
・　

 

高
校
生
の
部
】

最優秀賞
沖沢あずさ 「竜馬にであった少年」 いぶき彰吾

優秀賞
杉山結香 「グッドラック」 アレックス・ロビア

優秀賞
片山　将 「からくり夢時計」 川口雅幸

【
小
学
生
以
下
の
部
】

最優秀賞
松嶋佑菜 「ひろしまのピカ」 丸木俊

優秀賞
松浦紫音 「たぬきのおつきみ」 内田麟太郎

優秀賞
下田彩未 「わたしと小鳥とすずと」 金子みすゞ

入　選
佐藤健太

「三びきのやぎの
　　　　がらがらどん」 マーシャ・ブラウン

入　選
小向優希 「おならばんざい」 福田岩緒

入　選
古舘侑佳

「ピカ☆ンチ　LIFE IS 
HARDだけど HAPPY」 河原雅彦

入　選
山崎湧大 「青空のむこう」 アレックス・シアラー

入　選
沖澤萌夏 「ファーブル昆虫記」 ジャン・アンリ・

ファーブル
入　選
斉藤かおり

「ハチ公物語
  ～待ちつづけた犬～」 岩貞るみこ

1.期間　4月7日（木）～４月13日（水）の7日間
2.家族の方へ
○子どもと一緒に通学路を歩いてみましょう。
　子どもの目の高さで手本を示して、具体的に教えてあげ
　ましょう。
○「止まる・見る・待つ」を習慣づけましょう。
　身につくまでは何度でも教えてあげましょう。
○青信号は「安全」ではありません。
　常に左右の安全確認をするように指導しましょう。
○余裕を持って、送り出してあげましょう。
　忘れ物をすると、子どもはそのことで頭がいっぱいにな
　り注意が足りなくなってしまいます。時間と気持ちに余
　裕を持って送り出しましょう。

■問い合わせ先　十和田警察署　☎23-3195

平成23年度 新入学（園）児の
交 通 事 故 防 止 運 動

図書館　ほっと　ニュース
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明るいセンスと技術

六戸町犬落瀬字明土 67－1
六 戸 中 央 印 刷

TEL 0176-55-3982
FAX 0176-55-5358

E-mail rokunohechuuou1032@bz01.plala.or.jp

）（ ）（

これがレオンのメールアドレスです
メールをくれたら必ず返事します♪
fonseka_leon@town.rokunohe.aomori.jp

オーストラリアの

ワンポイント情報

今も農業に欠かせないロータリ
ーはオーストラリアで99年前の
1912年に発明されました。写真
は1920年の物です。オーストラリ
アではロータリーじゃなくて、ロ
ータリー・ホーと言います。

農業もろくにできず、国
の７割の人も十分に食料
を確保できなかったので
す。
　それから、事故といえ
ば、メキシコ湾の原油流
出です。原油の流出は去

年の 4 月 20 日から止められるまで
まる 3 ヶ月もかかり、8 億リットル
近くの損失で史上最悪の流出事故
です。奇跡的に全員が助かって世界
中に放送されたチリの鉱山落盤事
故もありましたね。もう少しさかの
ぼれば、23 万人もの犠牲者が出た
と推定されている去年の1月にハイ
チにも大きな地震がありました。
　人から人への害も絶えず。インド、
アフガニスタン、ソマリア、イラク、
イエメン、メキシコ、スーダンなど
の内戦によって 3 万 5,000 人以上
の犠牲者が出ていました。最近中
東で反政府活動もあって、リビアだ
けで犠牲者が 1 万人まで上ってい
ると言われています。もっと身近に、
北朝鮮と韓国の砲撃事件や天安沈
没事件、また日本は中国やロシアと
の外交問題があります。天災と人災
に加わって、意図的に人間同士に
害を与えるのは非常に悲しいことで
すよね。
　しかし、もめ事を忘れて、今の
東北地方太平洋沖地震のような大
変な時に、世界中が日本を支援し
てくれています。それは本当に嬉し
いことです。ロシアや中国を含め、
50 ヶ国からレスキュー隊の申し入
れ、そして 100 ヶ国以上から支援
の申し入れが寄せられています。や
っぱり人間は文化の違いを除けば、

国際交流員レオンのページ

　3 月下旬から４月上旬にかける今
は、入学、卒業、就職、退職など、
人生にとって大きく影響を与える時
期です。通常はそんなはずですが、
日本史上最大の地震が起きてしまっ
て。。。
　オーストラリアで 1月から12 月
までの1年の大きな出来事やニュー
スになったものを、年末の番組で
取り上げる習慣があります。それで、
実は今月のレオンの部屋で 3 月まで
の平成 22 年度の出来事を紹介しよ
うかなって思っていたところでした。
しかし、この1 年の出来事の中で、
一番記憶に残るのは災害の多さです。
天災といえば、近い順から、350
人の行方不明と犠牲者が出たニュ
ージーランドの地震です。去年の
12 月から今年の 2 月まで、オース
トラリア、ブラジル、フィリピンの
3 ヵ国での洪水や土砂崩れによって
1,100 人以上の犠牲者と家を失うな
ど、150 万人まで直接影響があり
ました。でも洪水といえば、去年の
6 月から 9 月まで、2,000 万人の
被災者の多くが避難生活を続けて
いたパキスタンです。1,000 万人は
安全ではない水を飲むことも余儀な
くされました。国の 2 割も水に沈み、
50 万戸の家が破壊され、2,000 人
も亡くなられました。洪水の影響で

残りの 95％は共通だし、大変な時
は見捨てられないでしょう。国と
国の間に色んな紛争も起きますが、
助け合いもできるから、人間のわた
したちはまだ大丈夫かも。。。
　日本は完全に復旧できるまでは
どれぐらいの時間が必要でしょうか。
この地震と津波の被害が大きすぎ
て、いまだに信じがたいですが、被
災者のために節電や物資支援など、
簡単なことからわたしたちにできる
ことを頑張ってやるしかないです！
日本は絶対に立ち直れると信じてい
ます。今まではたくさんの地震、津
波、台風などの上、毎年冬の豪雪
や梅雨の豪雨という色々な災害を乗
り越えて、世界第二次世界大戦後
の絶望な状況も克服して世界 2 位
の経済まで上ったから、日本は間
違いなくすごい国です。頑張りまし
ょう！

 

み
な
さ
ん
、

災
害
に
備
え
て

水
や
懐
中
電
灯
な
ど
を

準
備
し
て
ま
す
か
？
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今
年
も
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
コ

ー
ス
は
２
部
制
と
し
、
５
㎞
と
８
㎞
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
六
戸
町
民
で
あ
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
！
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
■
日　
程

　

４
〜
11
月
の
第
２
・
４
水
曜
日

　

詳
し
い
日
時
・
場
所
は
申
し
込
み
の
際

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
会　
費

　

３
，
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

■
参
加
申
し
込
み

　

４
月
22
日
ま
で
に
町
民
福
祉
課
保
健
師

　

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

☎
55-

４
５
９
７

　

歩
こ
う
会
会
長　

小
澤　

滿
昭　

　
　
　
　
　
　
　

☎
57-

３
５
１
３　

　　　　　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
科
学
実
験
、
創
作

活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
、

参
加
者
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
友
情
を
深
め

よ
う
。

〔
県
民
カ
レ
ッ
ジ
認
定
講
座
（
11
単
位
）　

■
日
時　
５
月
14
日
（
土
）

〜
15
日
（
日
）
１
泊
２
日

■
場
所　
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

　
　
　
　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

■
募
集　
小
学
生
（
50
名
）

■
参
加
料　
２
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法　
５
月
５
日
（
木
）
ま
で
に
、

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
公
立
小
川
原
湖
青
年

　

の
家　

☎
56-

２
３
９
３

■
時
間　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
12
時

■
場
所　
六
戸
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
や
民
生
委
員

　

な
ど
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
そ
の
他　
事
前
に
電
話
予
約
を
お
勧
め

　

し
ま
す
。

　

相
談
に
必
要
な
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
、
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
六
戸
町
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
55-

２
９
４
３

　　
青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

時
間
額

　
６
４
５
円
（
平
成
22
年
10
月
29
日
か
ら
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も　

■
問
い
合
わ
せ
先　
青
森
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室☎０

１
７―

７
３
４―

４
１
１
４

町内会に加入しよう!!
　町内会は、地域に住む皆さんで安心し
て健やかに暮らせる社会のお手伝いをし
ています。近隣の皆さんと一緒にきれい
でふれあいのある町づくりを目指しま
しょう！
・情報のある町づくり
　広報やお知らせをお配りします。
・きれいで快適なまちづくり
　道路や公民館、ごみ集積所をきれいに
　しています。
・ふれあいのあるまちづくり
　お祭りや盆踊り、町民運動会に参加し
　て地域交流を図っています。
・安全なまちづくり
　防犯灯の維持・管理を行っています。
・安心して健やかに暮らせるまちづくり
　地域の皆で見守り、支え合う地域福祉
　活動や青少年健全育成活動をおこなっ
　ています。
地域の町内会長（区長）に
　　　　   申し込みましょう！
  ※町内会や町内会長がわからない場合
　  は、総務課☎55－4582 へ！

お
知
ら
せ

六
戸
町
歩
こ
う
会
会
員
募
集
!!

募　
　
集

小
川
原
湖
青
年
の
家

『
友
情
の
つ
ど
い
』

生
活
の
お
悩
み
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

青
森
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

試　験　別 試　験　日 試験地 種別 電子申請
願書受付期間

書面申請

前　期
危険物取扱者試験

後期第１回
危険物取扱者試験

後期第２回
危険物取扱者試験

前　期
消防設備士試験

後　期
消防設備士試験

６月18日（土）
６月25日（土）
６月19日（日）
６月26日（日）
11月 ５日（土）
11月12日（土）
11月 ６日（日）
11月13日（日）

平成24年
２月18日（土）

８月20日（土）

平成24年
１月28日（土）

５月６日～

５月15日

５月９日～

５月18日

９月17日～

９月27日

９月20日～

９月30日

７月８日～

７月18日

７月11日～

７月21日
12月４日～

12月13日

12月７日～

12月16日

平成24年
１月２日～

１月14日

平成24年
１月５日～

１月17日

八戸市

十和田市

八戸市

八戸市

八戸市

八戸市

十和田市

甲種

乙種

丙種

甲種

乙種

甲種

乙種

〈問い合わせ先〉

平成23年度　危険物取扱者、消防設備士試験日程平成23年度　危険物取扱者、消防設備士試験日程

　　〒030-0861 青森市長島 2-1-5 みどりやビル４階
（財）消防試験研究センター青森県支部（☎017-722-1902）
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メールアドレス　mayor@town.rokunohe.aomori.jp

■
変
更
日　
平
成
23
年
８
月
22
日

■
変
更
後
の
取
扱
庁

　

青
森
地
方
法
務
局　

登
記
部
門

■
十
和
田
支
局
に
お
け
る

　
変
更
後
の
取
扱
業
務

　
　

登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
の
交

　

付
事
務
、
印
鑑
カ
ー
ド
の
交
付
・
廃
止

　

の
事
務

　
　

電
子
証
明
書
の
発
行
・
使
用
禁
止
・

　

識
別
符
号
の
変
更
事
務

　

※

不
動
産
登
記
事
務
は
こ
れ
ま
で
ど
お

　
　

り
十
和
田
支
局
で
取
り
扱
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局

　

☎
23-

２
４
２
４

　

青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
０
１
７-

７
７
６-

９
０
４
１

　　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
４
月

中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成
23
年

５
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お

届
け
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
の
配
達
時
に
回
収
い
た
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
な
ど
で
配
達
員
に
古
い

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
下
記
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９

　　
ご厚意に感謝

　八戸製錬株式会社（雉野利治代
表取締役社長）より、町に 30 万円
のご寄付をいただきました。町行
政に役立たせていただきます。

地域奉仕活動に栄誉
　六戸町商工会建設工業部会（河
野豊部会長）は、長年の道路清掃
などの社会奉仕活動が認められ、
青森県道路愛護等功労者表彰（県
知事表彰）を受賞しました。

女性らしく、美しく
　町連合婦人会（苫米地慶子会長）
は、ケーキハウス「白い森」代表
野坂篤司氏を招き講演会を開催。
女性らしく美しく人生を送るため
の秘訣を学び合いました。

交通安全マスコットを寄贈
　吉田紀子さん（古里）は町の交
通安全の啓発に役立てて欲しいと
町交通安全協会に手づくりのマス
コットを寄贈しました。

電
話
帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

商
業・法
人
登
記
事
務
取
扱
い
の
変
更

　

先
月
の
六
戸
町
教
育
奨
励
賞
表
彰
式

で
、
文
化
活
動
で
表
彰
を
受
け
た
方
と

し
て
、「
杉
山
星
季
」
さ
ん
と
表
記
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
杉
山
星
李
」
さ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
わ
が
や
の
た
か
ら
コ
ー
ナ
ー
で
、

川
尻
葉
月「
く
ん
」と
表
記
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

〔写真右より、田中宗藏交通安全協会会長、
吉田さん、高坂邦男同副会長〕

（来庁された新村隆平八戸製錬所所長〔写真左〕）

　

毎
年
春
ま
つ
り
期
間
中
に
『
鯉
の

ぼ
り
フ
ェ
ア
ー
』
を
開
催
し
て
、
さ

つ
き
沼
へ
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
お

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
自
宅
で
不
用
に

な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

■
提
供
・
問
い
合
わ
せ
先

　

六
戸
町
観
光
協
会
（
役
場
産
業
課
内
）

　
　

☎
55-

４
４
９
４

～六戸楽農キャンパス～
オーナー募集中!!

～六戸楽農キャンパス～
オーナー募集中!!

・営農指導あり
　（指導員、普及センターほか）
・募集期間  随時

六
戸
町
貸
し
農
園

みんなで楽しく野菜を作りませんか？
■場所…折茂地区六戸わい化りんご村西側隣地
■面積…１区画 48 平方メートル（約 15坪）
■利用期間…４月中旬～ 11月中旬
■利用料…１区画 年間 4,000 円
■設備…貸し農具（鍬、草取り鎌など）、農具小屋、水周りは敷地内にあります。
※トイレ、駐車場は隣のりんご村の施設を利用できます。

■申し込み・問い合わせ先　産業課　☎55-4495

家
で
眠
っ
て
い
る
『
鯉
の
ぼ
り
』

を
泳
が
せ
ま
し
ょ
う
!!
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Information

（
２
月
届
出
分
）

■
ご
結
婚
（
１
件
／
全
６
件
）

■
お
誕
生
（
４
件
／
全
９
件
）

■
お
く
や
み
（
７
件
／
全
８
件
）

（

　

戸
籍
の
窓
口
掲
載
欄
は
、
届
出
時
に
確
認

し
、
希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
場
合
で
も
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る

場
合
は
、
町
民
福
祉
課
戸
籍
担
当
ま
で
届
け

出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
家
族
が
届
け
出
す
る

場
合
は
、
本
人
の
了
承
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

まちのうごき
人口　10,556人

世帯数  3,848 世帯（変動なし）

男　5,130人 （13人減）
女　5,426人 （10人減）

（23人減）

転入　15人
転出　34人

出生　 6人
死亡　10人

平成 23年２月末現在

県 内 飲酒運転による死者

高齢者の死者
累 計六戸町

435
（－58）

29
（－1）

1028
（－30）

5
（＋2）

0
（±0）

6
（－1）

540
（－67）

8
（－2）

1281
（－25）

発
生

死
者
の
う
ち　

累
計

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

死
者

傷
者

（65歳以上の人）
自動車乗車中の死者
（着けなければならない人）
非 着 用 死 者
（着けていなかった人）
着けていれば助かった
と 思 わ れ る 人

0
（±0）
3

（－3）
2

（－1）
0

（－1）
0

（±0）

あなたも参加 わたしもやります “交通安全”
（平成23年2月28日現在）
青森県交通対策協議会

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

〈2月〉
交通事故概況

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
入
賞
作

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
　

親
子
の
絆　

命
綱　

とた

ひ
ば
り
ケ
丘
住
宅

小
松
ケ
丘

春の火災予防運動週間春の火災予防運動週間春の火災予防運動週間

平成23年2月7日執行

落札金額(千円)落　札　業　者件　　　　　名工事（委託）番号№

8,700㈱ 金 入 十 和 田 支 店六戸町立小・中学校デジタルテレビ等購入物第７号1

春の火災予防運動週間
実施期間：４月 11日（月）～４月 17日（日）
＊消防署では期間中、一般家庭防火診断を実施しますのでご協力お願いします。

全国統一標語

十和田地区防火標語

ごみの野焼きは危険です！！
○六戸町では、この時期に山林や河川敷での火災が多く発生しています。その原因は、　
　ごみの野焼きなどによるものです。ごみの野焼きは原則、禁止されています。
　　また、ごみ焼きは、煙やダイオキシンなどを発生させ、自分だけではなく周囲の
　住民にも悪影響を及ぼします。
　　住民が、健康で火災の無い、平和な六戸町にしましょう。

ごみの野焼きは危険です！！
　平成20年６月１日から設置が義務化されて
います。 
　まだ住宅用火災警報器を設置していない方
は、必ず設置しましょう。
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金

借金の相談料　無料 !!
任意整理　１社　2万 5千円
①大手消費者金融へ 5年以上返済を続けている。
②金利が 25パーセント前後だった。
　上記①②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
　貸金業者が倒産する前に善は急げ！お電話ください。

弁護士　今井　正　十和田市西二番町８－４
TEL０１７６－５１－４３１７

アカシアの森法律事務所

ボイラー・ストーブ修理の店
田中冷暖房機器サービス

たての台団地内
TEL／ FAX０１７６－５５－３４８９
        携帯 ０８０－１８４１－０２４６

田　中　冨士雄

４月の行事・健康カレンダー＆まちの笑顔

今月の写真は、町内小中学校卒業式を取材した時の写真です。

4月 22日金～ 5月 5日木

　　　

日 月 火 水 木 土

・エイズに関する
相談、Ｂ型・Ｃ型
肝炎検査
（上十三保健所）

・町内小中学校入
学式
・交通安全祈願祭
（熊野神社）

・エイズに関する
相談、Ｂ型・Ｃ型
肝炎検査
（上十三保健所）

・4・12 か月児健
診、女性健康相談
（上十三保健所）

・青森県議会議員
一般選挙
・全国家庭婦人バ
レーボール上十
三地区予選会
（総合体育館）

・六戸町議会議員
一般選挙

・メイプル童話会
（図書館）

・昭和の日

・精神保健福祉相
談
（上十三保健所）

・東部上北中学生
海外派遣
（アメリカ、～ 29
日）

・舘野公園山開き

３

２１

４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
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● 

編 

集 

後 

記 

●

―

舘　
野―

父　

靖
さ
ん　

母　

美
月
さ
ん

中  

嶋　

美  

晴 

ち
ゃ
ん

わ
が
家
の
た
か
ら

わ
が
家
の
た
か
ら

（
2
ヶ
月
）

生まれてきてくれてありがとう！
元気で優しい女の子になってね（パパ・ママより）

　

町
の
児
童
生
徒
が

巣
立
ち
の
季
節
を
迎

え
た
三
月
。
九
日
か

ら
二
十
三
日
か
け
て
町

内
五
つ
の
小
中
学
校
で

卒
業
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
夢
と

希
望
に
溢
れ
る
百
十
一
人
の
児
童
と
百
八

人
の
生
徒
は
、
た
く
さ
ん
の
学
校
生
活
の

思
い
出
、
恩
師
や
家
族
、
地
域
の
人
た
ち

へ
の
限
り
な
い
感
謝
を
胸
に
し
っ
か
り
と
卒

業
証
書
を
受
け
取
り
、
輝
く
未
来
へ
と
力

強
く
歩
み
出
し
ま
し
た
。

別れの歌。楽しかったこと、苦
しかったこと、うれしかったこと、
悲しかったこと、さまざまな思
い出がとめどなく溢れだす
〔3月9日、七百中〕

共に学び、切磋琢磨
した仲間と最後の記
念撮影。最高の笑顔
は充実した学校生活
を送れたことの証
〔3月19日、大曲小〕

卒業証書を受け取った
その姿はとてもりりし
く、６年間の成長を感
じさせてくれた。卒業
生はいつもより少し大
人びてみえた
〔3月23日、　六戸小〕

今、卒業証書を手に。優しくも
決意に満ちた瞳は、『開知の子』
として輝く未来をまっすぐに見
つめる
〔3月18日、開知小〕

卒業生を代表し答辞を読み上げる佐藤
里穂さん。「努力を惜しまず、残りの中
学校生活を全力で過ごしてください」と
在校生へ向けてメッセージを伝えた
〔3月9日、六戸中〕

▼
太
平
洋
沿
岸
一
帯
を
襲
っ
た
東
北
関
東
大
震
災
。

た
く
さ
ん
の
人
々
の
尊
い
命
と
大
切
な
財
産
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
街
並
み
は
ど

こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
建
物
の
が
れ
き
や
打
ち
上

げ
ら
れ
た
船
、
流
さ
れ
た
車
が
山
積
し
、
辺
り
に

は
潮
と
油
と
腐
敗
し
た
魚
が
混
じ
っ
た
よ
う
な
異

臭
が
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
。
あ
の
光
景
を
表
現

す
る
言
葉
を
私
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
▼「
こ
こ
で
生

活
す
る
ん
だ
。」
そ
う
言
っ
て
、
人
々
は
復
興
に
向

け
て
少
し
ず
つ
動
き
出
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
過
去

に
何
度
も
大
津
波
を
経
験
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
き
た
人
々
の
子
孫
で
す
。
き
っ
と
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
失
わ
れ
た
営
み
を
再
生
す
る
も
の
と

強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

せっさたくま

み 

は 

る


